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第 2963例会 令和 4 年 1 月 26 日（水）
　（本年度第 19 回）

点　鐘 峯岸雅宏 会長
司会と斉唱 妻鹿琢生 会場監督

松下幸夫 幹事
「それでこそロータリー」

お客様紹介 峯岸雅宏 会長
ゲスト・スピーカー：
川崎市総務企画局危機管理室室長 板橋茂夫 様
川崎鷺沼 RC 小川 湧三 様

退会 峯岸雅宏 会長
藁科義弘 会員
退会のごあいさつ 

本日をもって退会いたします。
2015 年 5 月に入会して以来、
6 年以上みなさまには大変お世
話になりました。会社の退社は
自分の意志で決めました。理由
としては、コロナ禍の状況であ
りますし、若い力を思う存分発
揮してもらいたいと思ったため
です。会社に関わってしまうと、どうしても後輩に気を遣
わせることになってしまう危惧もあり、完全退社としまし
た。単身赴任が続いておりましたが、退社を機に大阪に帰
ることにしました。長い間どうもありがとうございました。

会長報告 峯岸雅宏 会長
1.  コロナのオミクロン株による感染拡大の影響を受け地区か

ら出た方針をうけて、先週 1 月 19 日（水）の例会後に、緊
急の理事会を開催いたしました。議事録はすでに皆様に配
信しておりますが、例会運営にかかわる部分について、今
一度お知らせ致します。
例会運営について理事会参加メンバーで意見交換した結果
は以下の通り。

（1） 二子玉川エクセルホテル東急側が営業する間は、現状
通りの例会を行う。

（2） 出欠は取らないこととする（出席率は 100％とする）。
※ R1 理事会決議

（3） Zoom での例会→「やる / やらない」は一旦保留とするも、
当面は実施しない方向。

（4）現段階では、座席はスクール形式にはしないこととする。
（5） IM 中止を受けて、同じ週の 2 月 9 日（水）通常例会は

通常通り行う。プログラムは未定。

幹事報告 松下幸夫 幹事
1. 地区からの来信

本日は、ございません。
2. 他クラブ例会臨時変更

●川崎 RC
1 月 20 日（木）〜 2 月 17 日（木）　通常例会
※ ただし、まん延防止等重点措置適用の発表を受けて、

メークアップデスクは設けません。
2 月 24 日（木）　休会

●川崎高津南 RC
1 月 24 日（月）〜 2 月 21 日（月）　例会休会
※第 3 週 ･ 第 5 週は、定例で例会なし。

●川崎百合丘 RC
1 月 25 日（火）　例会中止

●川崎マリーン RC
1 月 27 日（木）　 夜間例会を昼例会オンライン（ZOOM）

に変更
 2 月 3 日（木）　 ハイブリッド例会をオンライン例会に

変更
 2 月 10 日（木）・24 日（木）　休会
 2 月 17 日（木）　ハイブリッド例会

●川崎中央 RC
1 月 31 日（月）　例会中止

●川崎宮前 RC
2 月 1 日（火）〜 15 日（火）
点鐘 12：00　会食無し（弁当持ち帰り例会）
2 月 22 日（火）　第 4 週につき例会なし

3.  次週 2 月 2 日（水）例会前 11：15 より理事会を開催いた
します。
理事・役員各位のご出席をお願い致します。

委員会報告
川野正久 戦略計画委員長
横山芳春 会員

●戦略計画に関するアンケート
戦略計画に関する 2 回目のアンケートをポスティングし
ました。元気なクラブ作りに参画していただいて、楽し
いクラブにしたいと思っているのがアンケートの考えの
元にあります。また、リーダーシップ研修会を行ってお
ります。自己研鑽と共にロータリーは「学びの場所」で
あるということを考え、研修会への参加も是非お願い致
します。次回はパート 3 です。

●会長エレクトより　2022–23 年度 RI 会長テーマを発表



マニュアルの見直し
●道路機能をこれまで以上に早期復旧させる体制づくり
●関係機関と連携した浸水対策・治水対策等の推進
●�被災地派遣の経験等を踏まえた全庁的な復旧・復興体制

の整備
●市民の防災意識の向上等のソフト対策
●平時からの地域コミュニティの活性化

市民・事業者の皆様へ
避難所の感染リスクはゼロにはなりません。避難先での密
を避けるため、一人ひとりの状況に合わせて避難先を検討
していただく、「分散避難」と食料・水・携帯トイレの備蓄（最
低３日間、可能であれば７日間）をお願いしております。
食料は消費したら買い足していくローリングストックが有
効です。１人１日３リットルの飲料水の用意が必要です。
また、飲料水と別に生活用水の確保も重要です。携帯トイ
レは１人１日５回分が目安です。
防災新聞「号外！ 備える。かわさき」を３月中旬までに市
内全家庭と事業所にポスティングする予定です。テーマは

「つながる」です。コロナ禍での対面交流の制限により、オ
ンラインを活用するなど、新しいつながり方が浸透してい
ます。
変化に合わせた防災について市民の皆様と一緒に考えてい
きたいと思っております。ぜひご覧ください。

ニコニコリポート 石坂想 副会場監督

川崎鷺沼 RC 小川湧三 君
お世話になります。

峯岸雅宏 会長、米山元章 副会長、松下幸夫 幹事
寒い日が続きますね。今日は被選理事会があり。来期に向
けてスタートしています。今日は川崎市より危機管理室室
長の板橋様より卓話いただきます。よろしくお願いします。

ビール同好会：�柳澤信夫 君、大部哲也君、戸川俊雄 君、
洪征治 君、宮崎秀樹 君、豊見山徹 君

オミクロンが本格化してきました。沈静が早く来ることを
願います！！　危機管理室室長 板橋様、川崎の未来の安全
の話を宜しくお願いします！！

プログラム委員会・親睦委員会：
帯谷昌充 君、武田信平 君、高橋純司 君、谷口一成 君、
大塚正一 君、半澤剛 君、松田卓也 君、丸山久 君、横山
芳春 君、クルーズ由美子 君

今日は、川崎市総務企画局 危機管理局室長 板橋茂夫様よ
り「川崎市の危機管理対策について」の卓話をいただきま
す。2019 年に発生した台風 19 号により川崎市は大きな被
害を被りました。このときの教訓を生かして災害対策が講
じられていると思いますが、最新の情報をお聞かせいただ
けると期待しております。尚、お仕事の関係でご来場が 12
時 50 分くらいになりそうです。

2 月 7 日 ( 月 ) 〜 15 日 ( 火 ) に開催予定の国際協議会に
先駆けて、ジェニファー・ジョーンズ RI 会長エレクト
より 2022–23 年度 RI 会長テーマが発表されましたので、
お知らせいたします。

〈2022–23 年度 RI 会長テーマ〉
『イマジン ロータリー』　“IMAGINE ROTARY”

卓話
川崎市総務企画局危機管理室室長
板橋茂夫 様

テーマ：
�川崎市の危機管理対策について

川崎市の現状
令和 3 年 10 月から毎月人口減少
が続いていますが、財政規模は、
7 年連続で過去最大の規模となっ
ています。

過去の災害
過去には、平成７年の阪神・淡
路大震災、平成 16 年の新潟県
中越地震、平成 23 年の東日本大震災、平成 28 年の熊本地
震、平成 30 年の大阪北部地震 、平成 30 年の西日本豪雨、
令和元年の東日本台風、そして令和元年の新型コロナなど、
大きな災害がありました。個々の状況により、被害想定と
過去の災害での課題等を踏まえ、対策を講じています。新
型コロナに対しては、避難所での感染リスクを避けるため、
避難所運営方法の見直し、分散避難の促進を進めています。

川崎市のリスク
津波や多摩川の洪水により市内の相当のエリアが浸水のお
それあります。過去に発生した相模トラフ（慶長時代発生）
慶長型地震では以下のように想定されます。

• 地震発生後、約 96 分後に最大３.71 ｍ程度の津波、一
部２～３ｍ、その他２ｍ以下の浸水

• 建物半壊が約 10,000 棟、浸水 4,617 棟、死者が約 5,800
人（避難しない場合）と想定

• 川崎市内の浸水面積約 18.3 キロ平米（川崎区の 45％）
要避難対象者数約 15 万人

これまでの災害対策
阪神・淡路大震災（平成７年）を受けた主な取り組みには、
建物耐震改修の費用助成・橋梁の耐震化などが挙げられま
す。主要な橋梁のうち古い設計基準で建設された橋梁（124
橋）の対策を完了、また人道橋や比較的小規模な橋梁のう
ち防災上の視点から重要性の高い 199 橋について耐震化（令
和 12 年度完了目標）。

かわさき強靭化
～防災・減災から、「強くてしなやか（強靱化）」へ～

令和３年３月「地震防災戦略」と「川崎市国土強靱化地域
計画」が「かわさき強靱化計画」に整理・統合されました。
主な推進方針は、ハード・ソフト両面からの取り組みの推
進で、以下の目標が挙げられます。
●地震による死者数の減
●災害時の物資供給体制の整備
●�新型コロナウイルス感染症を踏まえた避難所開設・運営、


